


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































。 ,“have or claim more than one’s due,
mostly in bad sense,later c.acc.pers.,get or have the advantage over,”
Liddel&Scott.別訳の可能性は「だれからも不当に利益を上げたことはあ
りません，だれからも不当に儲けたことはありません」。
웋웍웏「あなたがたは……共に死に共に生きる者となっている」と訳したのは，
。田川も指摘するとおり，背景には
洗礼という事態が想定されるはずである。ローマ6：8，
, 「しかし，もしわたし
たちがキリストと共に死んだとすれば，わたしたちは彼と共に生きることに
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する大いなる率直さがあり，わたしにはあなたがたに関する大いなる誇
りがあります웋웍원。わたしは慰めに満たされており，わたしたちがどんな
苦難に遭ったときでも웋웍웑喜びに満ち溢れています。
５そして実際웋웍웒，わたしたちがマケドニアに着いたとき，わたしたち
の肉体は全く休まることがなく웋웍웓，あらゆる苦難に見舞われていまし
た웋웎월。外には戦いが，内には恐れがありました。６ところが，貶められ
た者웋웎웋を慰めてくださる方，すなわち神は，テトスの到着によってわた
したちを慰めてくださいました。７しかし，それは彼の到着によるだけ
でなく，彼があなたがたについて慰められたその慰めによるものでも웋웎워
ありました。彼がわたしたちに，あなたがたの思慕の情웋웎웍，あなたがた
の悲嘆，わたしに対するあなたがたの熱心を伝えてくれたので，その結
もなるだろうと信じています」。田川，461～462頁，当該注，参照。
웋웍원「わたしにはあなたがたに対する大いなる率直さがあり」と訳したのは，
。「わたしにはあなたがたに関する大いな
る誇りがあります」と訳したのは， 。
は，「何でも率直に語る，開けっぴろげに自由に語る」こと。「確
信」（青野訳），「信頼」（新共同訳）はむしろ誤訳の部類。
웋웍웑「わたしたちがどんな苦難に遭ったときでも」と訳したのは，
。もっと直訳的に訳せば，「わたしたちのどんな苦難に際して
も」。まあ，「翻訳」としては拙訳くらいがよかろう。
웋웍웒「そして実際」と訳したのは， 。ここからは，内容的には7：4に
続くのではなく，2：13に続く。
웋웍웓「わたしたちの肉体は全く休まることがなく」と訳したのは，
。
웋웎월「あらゆる苦難に見舞われていました」と訳したのは，
。同じ表現が4：8にも出る。むしろ，「あらゆる種類の苦難…」
が適訳か。
웋웎웋「貶められた者」と訳したのは， 。別訳は「卑しめられた
者」。「気落ちした者」（新共同訳），「低き者」（田川訳），「あわれな者」（塚本
訳）。
웋웎워「彼があなたがたについて慰められたその慰めによるものでも」と訳した
のは， 。テトスを慰め
たのは，飽くまでも「神」であって「あなたがた」ではない。つまり，テト
スは，到着に際して，神による慰めを携えていたというわけである。
웋웎웍「あなたがたの思慕の情」と訳したのは， 。
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果웋웎웎，わたしは一層喜んだのです。
８というのは，もしもあの手紙であなたがたを苦しませたとしても，
わたしは後悔しません。もしも後悔したとしても，こう言うのは웋웎웏，［実
際］あの手紙が一時的とは言えあなたがたを苦しませたことを知ってい
るからですが，９今は喜んでいます。それは，あなたがたが苦しんだか
らではなく，苦しんだ結果あなたがたが悔い改めた웋웎원からです。実際，
あなたがたが苦しんだのは神の御旨による웋웎웑ことなので，あなたがたは
わたしたちから一切損失を被ってはいません。10神の御旨による苦痛
は，後悔の必要がない救いに導く悔い改めをもたらし，他方，この世の
苦痛は死をもたらします。11見よ，神の御旨によって苦しむというまさ
にこのことが，あなたがたにどれほどの熱意をもたらしたことか。さら
にまた웋웎웒弁明を，また憤りを，また怖れを，また思慕を，また熱心を，
また処罰をもたらしたことか。あの事件に関しては，あなたがたは，あ
らゆる点で潔白な者として自分を推薦しました웋웎웓。12したがって，もし
もわたしがあなたがたに書いたとしても，それは損害を与えた者のため
でもなければ，損害を被った者のためでもなく，むしろ，わたしたちに
対するあなたがたの熱意が神の御前であなたがたに対して露わにされる
ためだったのです。13それで，わたしたちは慰められたというわけで
す。
わたしたちのこの慰めに加えて，なお一層わたしたちが喜んだことが
あります웋웏월。それはテトスの喜びで，彼の霊があなたがた全員웋웏웋によっ
웋웎웎「その結果」と訳したのは， 。 に導かれる文章の動詞は不定詞と
なるので， 「喜んだのです」。
웋웎웏「こう言うのは」はつながりをスムーズにするための翻訳上の補い。
웋웎원「苦しんだ結果あなたがたが悔い改めた」と訳したのは，
。
웋웎웑 。10節の「神の御旨による」，11節の「神の御旨によって」も
同じ。
웋웎웒「さらにまた…，また…，また…」と訳したのは，すべて列挙の際の
。
웋웎웓「あなたがたは，あらゆる点で潔白な者として自分を推薦しました」と訳し
たのは， 。「自己推薦，自分
を推薦する」については，3：1，4：2，6：4，参照。
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て安らぎを与えられたというのです웋웏워。14彼にあなたがたのことを少し
誇ったのに，わたしは恥をかかずに済んだばかりでなく，わたしたちが
あなたがたに語ったことがすべて真実であった웋웏웍ように，テトスの前で
わたしたちが誇ったこともまた真実となったのです。15そして，彼の気
持ちは一層強くあなたがたの方に向いています。それは，彼があなたが
た全員の従順さを，すなわち，どんなに畏れとおののきをもってあなた
がたが自分を迎えてくれたかを，思い出しているから웋웏웎です。16わたし
は，あなたがたについてあらゆる点で安心していられることを喜んでい
ます웋웏웏。
웋웏월「わたしたちのこの慰めの他に，わたしたちがなお一層喜んだことがあり
ます」と訳したのは，
。原文はここで切れてはいないが，翻訳の便宜上，一旦，切ってあ
る。
웋웏웋「あなたがた全員によって」と訳したのは， 。別訳は「一
同」（新共同訳）。15節の「あなたがた全員の」も同様。2：3（２回），５に
も出る。
웋웏워「それはテトスの喜びで，彼の霊があなたがた一同によって安らぎを与え
られたというのです」と訳したのは， ,
。 で導かれる文章を「テトスの喜
び」の内容を説明するものと解し，書かれた順番を生かして訳し降ろすべ
く，このように意訳した。
웋웏웍「わたしたちがあなたがたに語ったことがすべて真実であった」と訳した
のは， 。直訳は，「わたしたちはあな
たがたにすべて真実を語った」。若干意訳した。
웋웏웎「思い出しているからです」と訳したのは， 。分詞のい
わゆる独立的用法，genitivus absolutus。
웋웏웏「わたしは，あなたがたについてあらゆる点で安心していられることを喜
んでいます」と訳したのは， 。本当は
安心などしていないのに，あなたがたについては不安材料など一つもないの
は喜ばしい限りだと言って，これ以上心配をかけないで喜ばしてほしいもの
だ，という言わば脅し文句である。
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